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　　　　　　　下肢続発性リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術（LVA）は，患肢に存在するリンパ管を静脈と吻
合することで，下肢にうっ滞したリンパ液を直接静脈に環流させる外科的治療法である。現在行われている LVA は，
リンパ管と静脈の内膜同士を正確に接合し吻合を行うものである。これは針糸や手術器具または手術用顕微鏡を含め
た医療機器と手術手技の発展から可能となった手術法であり，従来 LVA と混同されてきたリンパ管を静脈内に移植
する術式や，吻合に利用するリンパ管と静脈の口径差が大きすぎるものは，本ガイドライン作成において検討から除
外した。
　LVA によって下肢続発性リンパ浮腫の軽減が得られ 1-25），蜂窩織炎の発症率が低下する 16-18）という報告が多くな
されている。質問票を用いた患者の満足度調査では，LVA によって患者の QOL が改善すると複数報告されている 17-

20）。下肢リンパ浮腫に対する LVA では圧迫療法の併用が行われているが，軽症例では LVA によって圧迫療法が不要
となった報告も複数なされている 17, 20, 21-25）。
　これら報告の多くは症例集積研究であるためエビデンスレベルは高くないが，LVA の低侵襲性と報告されている
効果から，有効であると結論づけた。
　LVA 術後における吻合部の開存率評価については ICG-LG を用いた報告があり 3），今後は同様の手法や他の画像診
断を用いた評価も含め，治療効果の評価方法の構築が望まれる。
　下肢原発性リンパ浮腫に関しては，続発性下肢リンパ浮腫と比較し報告は少ない。下肢原発性リンパ浮腫において
も，LVA によって浮腫の軽減が得られ，QOL の改善や蜂窩織炎の発症率が抑制されたという報告が散見される 1-9, 17-

20, 26）。個々の報告における症例数は比較的少数で，報告の多くは症例集積研究であるためエビデンスレベルは高くな
いが，LVA の低侵襲性と治療効果を考慮し，下肢原発性リンパ浮腫に関しても LVA を行うことを提案する。
　
　　　　　　　端々吻合，側端吻合などの吻合方法や吻合数による治療効果の違いについての検討が必要である。治
療効果評価法に関しては，現在は質問票や患肢周径計測による評価が中心であるが，画像診断などの客観的治療効果
評価法の構築が望まれる。LVA の長期開存性に関し，開存の評価方法や術後浮腫再燃の発生率についての検討が必
要である。

■参考文献
1） Koshima I, Nanba Y, Tsutsui T, et al. Long-term follow-up after lymphaticovenular anastomosis for lymphedema in the leg. J Reconstr 

Microsurg. 19：209-15, 2003
2） Maegawa J, Mikami T, Yamamoto Y, et al. Types of lymphoscintigraphy and indications for lymphaticovenous anastomosis. Microsurgery. 

30：437-42, 2010
3） Maegawa J, Yabuki Y, Tomoeda H, et al. Outcomes of lymphaticovenous side-to-end anastomosis in peripheral lymphedema. J Vasc Surg. 

55：753-60, 2012
4） Yamamoto T, Narushima M, Kikuchi K, et al. Lambda-shaped anastomosis with intravascular stenting method for safe and effective 

lymphaticovenular anastomosis. Plast Reconstr Surg. 127：1987-92, 2011
5） Yamamoto T, Yoshimatsu H, Yamamoto N, et al. Side-to-end lymphaticovenular anastomosis through temporary lymphatic expansion. PLoS 

One. 8：e 59523, 2013
6） Akita S, Mitsukawa N, Kuriyama M, et al. Comparison of vascularized supraclavicular lymph node transfer and lymphaticovenular 

7 LVA は下肢続発性リンパ浮腫に有効か？

■推　奨

LVA は浮腫を軽減させ，蜂窩織炎の発症を抑制する有効な外科的治療法である。

■推奨の強さと根拠 2C（弱い推奨，弱い根拠）
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今後の課題
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